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伝
説
に
よ
る
と
、
福
島
市
は
か
つ
て
湖
で
あ
っ

た
。
こ
の
湖
に
浮
か
ん
で
い
た
の
が
、
今
も
市
街

地
の
北
に
そ
び
え
て
い
る
信し

の
ぶ
や
ま

夫
山
で
あ
る
。
こ
の

島
に
風
が
強
く
吹
き
つ
け
て
い
た
こ
と
か
ら
「
吹

く
島
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
や
が
て
「
福

島
」
と
な
っ
た
と
も
い
う
。

信
夫
山
は
平
安
時
代
か
ら
こ
の
地
の
シ
ン
ボ
ル

で
、歌
枕
に
も
な
っ
て
い
る
。
福
島
交
通
飯
坂
線
、

通
称
「
飯
坂
電
車
」（
い
い
電
）
は
、福
島
駅
を
出

る
と
そ
の
西
麓
に
沿
っ
て
北
へ
向
か
う
。

飯
坂
線
は
飯
坂
温
泉
へ
行
く
旅
客
の
輸
送
を
主

な
目
的
と
し
て
、
大
正
13
（
１
９
２
４
）
年
に
福

島
飯
坂
電
気
軌
道
が
開
業
し
た
。
当
時
、
福
島

－

飯
坂
間
が
重
要
な
交
通
路
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
明

治
45
（
１
９
１
２
）
年
に
乗
合
自
動
車
が
営
業
を

開
始
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
。明
治
20（
１

８
８
７
）
年
に
日
本
鉄
道
（
現
・Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
）

が
仙
台
ま
で
延
伸
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
福
島
は

上
野
か
ら
９
時
間
ほ
ど
で
行
け
る
距
離
と
な
り
、

東
京
か
ら
飯
坂
温
泉
を
訪
れ
る
湯
治
客
が
急
増
し

た
の
だ
。
乗
合
自
動
車
の
ほ
か
乗
合
馬
車
や
人
力

車
も
飯
坂
へ
湯
治
客
を
運
ん
で
い
た
。

飯
坂
線
の
開
業
は
こ
う
し
た
交
通
事
情
を
一
変

さ
せ
た
の
で
あ
る
が
、
路
線
は
今
と
若
干
異
な
っ

て
い
た
。
開
業
時
の
起
終
点
は
、
福
島
駅
前
の
福

島
停
留
所
か
ら
飯
坂
停
留
所
（
現
・
花
水
坂
駅
）

ま
で
で
あ
っ
た
。
駅
と
呼
ば
な
い
の
は
路
面
電
車

と
し
て
運
行
し
て
い
た
か
ら
だ
。

鉄
路
で
た
ど
る

『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
旅

福島県

福島交通
飯坂線

連
載　

第
７
回

飯坂温泉駅。福島交通飯坂線の終点であり、飯坂温泉の玄関。平成 22（2010）年に和風な外観に改修された
駅舎が湯の町への期待を高める。
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飯
坂
温
泉
ま
で
延
伸
さ
れ
た
の
は
昭
和
２
（
１

９
２
７
）年
、福
島
駅
に
乗
り
入
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
は
昭
和
17
（
１
９
４
２
）
年
で
あ
る
。
昭
和

20
（
１
９
４
５
）
年
に
は
鉄
道
線
と
し
て
運
行
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

福
島
飯
坂
電
気
軌
道
は
、
開
業
後
、
飯
坂
電
車

と
改
称
、
昭
和
２
（
１
９
２
７
）
年
に
は
福
島
電

気
鉄
道
に
併
合
さ
れ
た
。
昭
和
37
（
１
９
６
２
）

年
に
は
現
在
の
社
名
、
福
島
交
通
と
な
っ
た
。

飯
坂
線
の
開
業
よ
り
２
３
５
年
前
、
福
島

－

飯

坂
間
を
歩
い
て
旅
し
た
者
が
あ
っ
た
。
松
尾
芭
蕉

で
あ
る
。
の
ち
に
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
と
し
て
ま

と
め
ら
れ
る
旅
で
福
島
を
訪
れ
た
芭
蕉
は
、
源
義

経
を
守
っ
て
討
ち
死
に
し
た
佐
藤
継つ

ぐ
の
ぶ信

・
忠た

だ
の
ぶ信

兄

弟
を
偲し

の

ぶ
た
め
、
そ
の
墓
が
あ
る
医い

お

う

じ

王
寺
（
醫
王

寺
）
へ
と
足
を
延
ば
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
夜
は

飯
坂
で
温
泉
に
つ
か
り
、
一
泊
し
た
。

芭
蕉
が
旅
し
た
頃
、
飯
坂
は
鄙ひ

な

び
た
場
所
で

あ
っ
た
の
で
、約
２
０
０
年
後
に
は
東
京
か
ら
多
く

の
湯
治
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
る
と
は
夢
に
も
思

わ
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。飯
坂
線
は
飯
坂
温
泉
の
さ
ら

な
る
発
展
に
寄
与
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
時
代
の

変
化
と
と
も
に
担
う
役
割
も
変
わ
っ
て
き
た
。

昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
50
年
代
に
か
け
て
飯
坂

線
沿
線
も
宅
地
や
団
地
の
開
発
が
進
ん
だ
。
そ
れ

に
伴
い
通
勤
・
通
学
を
目
的
と
し
た
乗
客
も
急
速

に
増
え
て
い
っ
た
。
上
松
川
駅
や
桜
水
駅
の
開
設

は
、
そ
う
し
た
沿
線
住
民
の
要
望
に
応
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。

飯
坂
線
沿
線
は
今
後
も
変
貌
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
が
、
信
夫
山
は
芭
蕉
が
見
た
姿
そ
の
ま
ま
で
あ

り
続
け
る
だ
ろ
う
。

しぶやのぶひろ
1960年、早稲田大学第一文学部卒。日本宗教史研究家。『図解 はじめての神道と仏教』（ワン・パブリッシング）、『カラー版 神社に秘められ
た日本書紀の謎』（宝島社）、『聖地鉄道めぐり』（Ｇ.Ｂ．）、『眠れなくなるほど面白い 図解 神社』（日本文芸社）ほか著書多数。

飯坂温泉駅前に立つ松尾芭蕉の像。
芭蕉の医王寺・飯坂温泉をめぐる
旅は飯坂線とほぼ重なっている。

飯坂温泉の中心部に鎮座する鯖
さ ば こ

湖神社。かつて飯坂温泉は鯖湖湯（佐波子湯）
と呼ばれ、伝説ではヤマトタケルもこの湯で病を癒やしたという。神社の背
後に共同浴場の一つ鯖湖湯がある。芭蕉が泊まったのもこのあたりという。

松尾芭蕉像の背後に架かる十綱橋。大正4（1915）年に竣工した日本最古級
の鋼アーチ橋。十綱という名前は、かつて10本の藤綱の上に板を載せた橋が
架かっていたことに由来する。令和２（2020）年、国登録有形文化財に登録。

信夫山から望む福島市街地。信夫山は市街地の北側にそび
える周囲約7㎞の山岳。中央の羽黒山（標高260ｍ）、西
の羽山（標高275ｍ）などいくつもの峰から成り立つ。

ＪＲ福島駅と隣接し、改札口を阿武隈急行線と
共有する。飯坂線と阿武隈急行線の車両が並ん
で見られることも。新型の1000系電車は車内
に暖簾がかかり温泉気分を盛り上げてくれる。

信夫山の大鳥居。信夫山は市
街地に隣接した里山であるが
険しい場所も多く、かつては
修験者の修行場であった。山
中には羽黒神社・月山神社・
湯
ゆど の さ ん

殿山神社・古
こぶがはら

峯神社などが
鎮座する。

波
は こ

来湯。現在、飯坂温泉には鯖湖湯・十
と つ な

綱の湯・仙
せ ん き

気の
湯・切

きり

湯・導
どうせん

専の湯など九つの共同浴場がある。波来湯は
1200年の歴史があるという。

医王寺は天長3（826）年に弘法大師によって創建された
という古刹。薬師如来を本尊とすることから「鯖野のお薬
師様」とも呼ばれた。松尾芭蕉は『おくのほそ道』の旅で
当寺を訪れ、佐藤兄弟を偲び、袂を涙で濡らしたという。
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福島交通株式会社
Fukushima Transportation,Inc.

創　業　信達軌道株式会社／明治 40（1907）年
飯坂線　福島－飯坂温泉（9.2㎞）
https://www.fukushima-koutu.co.jp/

■福島交通（飯坂線）路線図
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